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教
育
環
境
の
整
備
の
た
め
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
建
築
を
進
め
て
ま
階

償
り
ま
し
た
市
立
東
中
学
校
の
校
舎
や
屋
内
体
育
館
な
ど
諸
施
設
も
感

萬
も
な
く
完
成
し
、
四
月
一
日
か
ら
闇
校
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
　
岬

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

孝
～
／
～
5
1
＞
～
～
…
ノ
…
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
）
～
そ

ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
大
鷹
沢
中
学
校
と
、
臼
石
中
学
校

　
の
一
部
（
東
北
本
線
東
側
地
区
）
を

“
通
学
区
と
す
る
、
東
中
学
校
の
通
学

．
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戴　
　
　
　
　
　
　
　
含
ま
れ
る
地
区

　
　
　
通
学
区

　繍戚躍

市立東中学校通学地域

大
鷹
沢
小

通
学
区

白
一
小

通
学
区

臼
一
一
小

通
学
区

全
　
域

本
郷
第
一
・
上
郡

山
・
郡
山
行
政
区

の
一
部
（
東
北
本

線
の
東
側
の
地
区
）

寿
山
・
緑
が
丘
・

鷹
巣
・
旭
町
行
政

区
の
全
部
、
大
鷹

沢
西
行
政
区
の
田

中
、
柳
町
行
政
区

の
一
部
（
東
北
本

線
の
東
側
の
地
区
）

　
市
立
東
中
学
校
に
は
、
大
鷹
沢
中

掌
校
に
在
籍
し
て
い
る
一
、
二
年
生

と
、
臼
中
に
在
籍
し
、
前
述
の
通
学

地
域
に
住
ん
で
い
る
】
、
二
年
生
が

移
籍
し
、
四
月
八
日
に
入
学
す
る
生

徒
を
合
わ
せ
て
、
五
百
四
十
余
名
が

通
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
、

　
学
級
数
は
、
十
四
学
級
に
な
る
予

定
で
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
東
中
へ
移
籍
、
ま
た
は
入
学
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
生
徒
の
保
護
者
の

皆
様
に
は
、
す
で
に
ご
案
内
を
差
し

あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

大
平
小
、
新
校
舎
へ
移
転

　
仮
設
校
舎
で
授
業
を
続
け
て
き
ま

し
た
大
平
小
学
校
の
新
校
舎
が
、
大

平
森
合
字
権
現
山
一
番
地
に
、
ま
も

な
く
完
成
し
ま
す
。

　
四
月
の
初
め
に
移
転
し
、
新
学
期

か
ら
は
、
こ
の
新
し
い
校
舎
で
授
業

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
明
る
い
校
舎
で
楽
し
く
勉
強
し
、

広
々
と
し
た
校
庭
で
の
び
の
び
と
運

動
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
将
来
児

童
数
が
増
え
て
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
余
裕
を
も
た
せ
て
設
計
し
て
あ
り
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真
理
を
求
め
学
び
継
が
ん

　
東
中
あ
あ
わ
れ
ら
の
学
園

二
、
斎
川
の
清
き
流
れ
に

　
永
劫
の
時
か
が
や
け
ば

　
は
つ
ら
つ
と
若
き
声
満
つ

　
友
よ
こ
こ
に
手
を
と
り
て

　
理
想
を
め
ざ
し
歩
み
ゆ
か
ん

　
東
中
あ
あ
わ
れ
ら
の
学
園

　
ふ
り
を
じ
と
　
　
あ
す

三
、
故
郷
の
明
日
を
拓
か
ん

　
担
い
手
の
若
者
あ
ま
た

　
恵
ま
れ
し
自
然
の
中
に

　
わ
れ
ら
こ
こ
に
肩
組
み
て

　
ま
こ
と

　
真
実
を
仰
ぎ
守
り
抜
か
ん

　
東
中
あ
あ
わ
れ
ら
の
学
園
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機
の
あ
る
と
二
ろ
で
横

、
丁
、
断
し
ま
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ょ
う

　
　
青
信
号
に
な
っ
て
も
急
に
と
び
だ

レ
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い
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で
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し
ま
し
ょ
う
。

章
接
号
禦
と
か
な
い
誉
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V
　
道
路
の
よ
う
す
が
よ
く
見
え
る
場

諒
で
・
左
右
の
安
全
を
確
か
め
て
横

ニ

ン
断
し
ま
し
ょ
う
。
車
が
止
ま
っ
て
く

が
、
環
た
と
犠
ぼ
か
の
車
が
は
し
つ

　
て
こ
な
し
カ
　
よ
く
確
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て
横
断

h
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住
居
表
示
整
備
事
業

　
　
　
新
町
名
（
案
）
決
ま
る

　
市
で
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
南
町
一
丁
目
、
南
町
二
丁
目
、
新
館
町
の

三
町
名
が
、
住
居
表
示
懇
談
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
七
月
一
日
か
ら
住
居
表
示

整
備
実
施
予
定
地
区
の
町
名
が
、
関

係
住
民
の
意
見
を
参
考
に
、
学
識
経

験
者
等
で
構
成
し
て
い
る
住
居
表
示

懇
談
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
議
会
の
議
決
を
経
て

こ
れ
を
正
式
な
町
名
と
し
て
定
め
ま

す
。　

さ
ら
に
実
施
に
向
け
て
、
街
区
符

号
、
住
居
番
号
を
定
め
る
な
ど
の
作

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
課

貧
一
五
－
三
二
内
線
二
四
三
へ
お
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新
町
名
表

新
　
町
名

み
ぎ
っ

南
町

　
い
っ
ち
よ
フ
め

　
一
丁
目

き南町　
に
ち
よ
あ

　
二
丁
目

新え

館穿

　　㌔

町イ

住居表示整備事業町割図
昭和63年7月1日実施

含
ま
れ
る
字
名

兀中南東
山寺小小
　前路路

　益北桜
　岡寺小
　’前路

中
寺
前
、
南
寺
前
、

新
館
、
寺
囲

新
館
、
白
石
沖
、

寺
囲

碧
誰
辮
囎
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掛
・
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彩
火
災

⑱

・
救
急
の
通
信
シ
ス
テ
ム
が

　
　
　
　
　
　
　
　
新
し
く
な
り
ま
す

　
火
災
、
救
急
の
1
1
9
番
通
報
は
、

今
ま
で
各
市
町
の
消
防
署
で
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
63
年
4
月
1
日

か
ら
、
仙
南
広
域
消
防
本
部
通
信
指

令
室
（
大
河
原
町
）
で
、
す
べ
て
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
消
防
本
部
通

信
指
令
室
が
ー
1
9
番
通
報
を
直
接

受
け
、
各
消
防
署
、
出
張
所
、
分
遣

所
に
同
時
に
指
令
を
出
す
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
迅
速
に
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

1
1
9
番
通
報
の

　
　
　
正
し
い
か
け
方

●
火
災
や
救
急
事
故
が
お
こ
っ
た
ら
、

　
早
く
通
報
す
る
こ
と
が
被
害
を
最

　
小
限
度
に
く
い
止
め
る
決
め
手
で

　
す
。

●
災
害
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
他
の

　
目
的
で
使
用
し
て
い
る
と
一
刻
を

　
争
う
緊
急
通
報
が
つ
な
が
ら
な
く

　
な
り
ま
す
。
緊
急
以
外
に
は
、
使

　
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

陶
火
事
の
場
合

　
「
火
事
で
す
。
（
8
が
燃
え
て
い

　
ま
す
。
場
所
は
、
○
○
町
O
T
目

　
（
8
番
地
の
仙
南
太
郎
で
す
。
目

　
標
は
、
∩
○
病
院
の
近
く
で
す
。
」

4
月
1
日
よ
り
運
用
開
始

　
「
私
は
O
Q
で
す
。
電
話
は
0
0

　
番
で
す
。

例
救
急
の
場
合

　
「
交
通
事
故
で
す
」
　
「
救
急
で
す
」

　
「
場
所
は
、
∩
○
町
○
○
丁
目
O

　
O
番
地
の
仙
南
商
店
で
す
。
目
標

　
は
、
○
○
バ
ス
停
の
近
く
で
す
」

　
「
私
は
仙
南
太
郎
で
す
、
電
話
は

O
O
番
で
す
」

・
消
防
テ
レ
ホ
ン
ニ
ュ
ー
ス

　
　
災
害
時
の
問
い
合
わ
せ
や
消
防

　
ニ
ュ
ー
ス
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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域
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政
事
務
組
合

　
消
防
本
部

　
a
O
2
2
4
－
5
2
－
！
0
5
0

119番のしくみ、重歌、ら出動荻

φ

公
害
の
な
い
快
適
な
環
境
を
！

　
　
　
公
共
下
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
供
用
開
始

公
共
下
水
道
と

　
排
水
設
備
（
私
設
下
水
道
）

工
事
費
等
の
審
査

　
近
代
都
市
の
基
盤
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
市
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昭
和

五
十
年
か
ら
整
備
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
四
月
か

ら
一
部
供
用
開
始
に
な
り
ま
す
。

　
四
月
か
ら
供
用
開
始
の
対
象
と
な
る
の
は
、
約
一
、
六
五
〇
戸
で
す
。

　
今
回
は
、
供
用
開
始
に
向
け
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
の
あ
ら
ま
し

　
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
と
し
て

公
示
さ
れ
る
区
域
は
、
現
在
ま
で
に

各
家
庭
の
宅
地
内
に
、
公
共
汚
水
枡

の
設
置
さ
れ
た
地
域
で
す
。

　
下
水
道
法
に
よ
っ
て
、
処
理
区
域

内
に
お
け
る
雑
排
水
は
、
供
用
開
始

の
公
示
後
「
三
年
以
内
」
に
排
水
設

備
（
宅
地
内
か
ら
出
る
雑
排
水
を
公

共
枡
に
つ
な
ぐ
管
渠
等
の
施
設
）
を

設
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
便
所
も
水
洗
ト
イ
レ
に
改

造
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
工
事
の
申
し
込
み
と
施
工

　
排
水
設
備
工
事
は
、
市
の
指
定
し

た
「
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
」
以

外
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
排
水
設
備
の
設
置
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に
確
認
の

申
請
を
し
て
、
法
令
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
指
定
工
事
業
者
は
、
申
し
込
み
が

あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
工
事
に
関
す
る
い

っ
さ
い
の
手
続
き
を
代
行
し
ま
す
。

d
【

、甘＼」
　　呂・1辱

　
工
事
費
が
高
す
ぎ
た
り
、
粗
悪
な

器
具
や
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
市
で
は
排
水
設
備
工
事

標
準
単
価
表
を
定
め
、
指
定
工
事
業

者
を
指
導
し
ま
す
。

　
ま
た
、
確
認
申
請
書
に
添
付
さ
れ

る
工
事
内
訳
に
つ
い
て
も
、
標
準
工

事
費
ど
お
り
の
適
正
な
工
事
費
か
ど

う
か
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

　
審
査
が
済
め
ば
、
申
請
者
に
確
認

通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後

に
改
造
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

完
了
検
査

　
排
水
設
備
工
事
の
完
了
後
、
完
了

届
に
も
と
づ
き
、
市
の
検
査
員
が
立

ち
合
い
検
査
を
し
ま
す
。
便
器
、
排

水
管
、
枡
の
外
部
工
事
な
ど
に
、
不

合
格
の
点
が
あ
れ
ば
、
施
工
業
者
に

手
直
し
を
命
じ
、
再
検
査
を
し
ま
す
。

下
水
道
を
大
切
に
ガ

白石市公共下水道昭和63年4月供用開始地域図

　
下
水
道
の
維
持
管
理
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

〔
下
水
道
に
は
、
廃
棄
物
や

　
油
脂
類
な
ど
は
流
さ
な
い
こ
と
〕

　
下
水
道
に
野
菜
く
ず
や
土
砂
、
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
油
脂
類
を
流
し
ま
す

と
、
詰
ま
っ
た
り
、
爆
発
な
ど
の
原

因
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
下
水
処

理
場
で
の
汚
水
処
理
を
困
難
に
し
ま

す
。　

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
排
水
基

準
を
超
え
る
か
、
超
え
る
恐
れ
の
あ

る
工
場
な
ど
は
、
除
害
施
設
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
い
く
ら
除
害
施
設
を
設
置

し
て
も
適
正
な
維
持
管
理
を
し
な
け

れ
ば
、
排
水
基
準
を
守
れ
ま
せ
ん
の

で
、
定
期
的
に
汚
泥
等
の
処
理
を
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
総
務
係

　
貧
玉
⊥
二
一
内
線
二
五
ニ
ヘ
。

5



ぼ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問
⑳

㊤
栄
レ
ー
ス
㈱
自
石
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
白
石
市
郡
山
字
西
堀
37
の
2

　
ラ
ッ
シ
ェ
ル
レ
ー
ス
…
そ
れ

は
、
一
八
八
五
年
英
国
人
レ
ッ
ド
ゲ

ー
ト
に
よ
り
発
明
さ
れ
た
編
機
が
、

数
年
後
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
こ
の
編
機

で
作
っ
た
シ
ョ
ー
ル
に
、
当
時
人
気

の
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
女
優
、
ラ
ッ
シ

ェ
ル
の
名
前
を
付
け
た
の
が
、
ラ
ッ

シ
ェ
ル
レ
ー
ス
の
名
前
の
起
こ
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
60
年
に
設
立
さ
れ
た
白
石
工

場
で
は
、
女
性
用
下
着
に
使
わ
れ
る

レ
ー
ス
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、

整
経
、
編
立
て
ま
で
、
さ
ら
に
は
、

本
社
工
場
で
の
製
品
化
と
、
一
貫
し

た
生
産
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
下
着
メ
ー

〆盗縄

孟曲齋肇

齢
螺

、
、

灘結

市

長

誌

カ
ー
ヘ
の
製
品
の
納
入
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
外
装

的
な
も
の
を
考
え
が
ち
で
す
が
、
装

い
と
い
う
も
の
が
、
あ
く
ま
で
心
の

持
つ
美
的
感
覚
の
象
徴
だ
と
す
れ
ば
、

内
装
、
つ
ま
り
普
段
目
に
触
れ
な
い

．

と
こ
ろ
で
の
気
配
り
こ
そ
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
私
た
ち
は
、
ラ
ッ
シ
ェ
ル
レ
ー
ス

を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
女
性
に
着
飾

る
こ
と
の
楽
し
さ
、
豊
か
さ
、
美
し
「

さ
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
持

っ
て
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

と
藤
川
白
石
工
場
長
さ
ん
。

　
　
　
　
年
ご
と
に
、
多
様
化
・
高
度
化
す

　
　
　
る
二
ー
ズ
に
即
応
し
な
が
ら
、
常
に

　
　
　
新
し
い
も
の
へ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　
　
　
　
『
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
』
　
（
あ
ら
ゆ

　
　
　
る
目
か
く
し
を
取
り
除
き
自
己
を
主

　
　
　
張
す
る
こ
と
）
の
考
え
方
の
も
と
、

　
　
　
レ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
や
、
新
素

　
　
　
材
の
研
究
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い

　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
自
石
工
場
で
は
、
男
子
21
名
、
女

　
　
～
子
7
名
が
、
レ
ー
ス
の
女
王
と
も
称

　
　
　
さ
れ
る
「
ラ
ッ
シ
エ
ル
レ
ー
ス
」
の

　
　
　
生
産
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
鴫

…
1
月
26
日
図
　
小
原
6
号
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　
貫
通
式

　
　
国
道
1
1
3
号
小
原
工
区
の
6
番

霜
目
の
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
全
長
8
9

　
3
m
、
1
号
か
ら
5
号
ト
ン
ネ
ル
ま

■
一
で
の
総
延
長
よ
り
も
長
い
。

　
　
貫
通
発
破
点
火
後
、
貫
通
点
で
七

　
ヶ
宿
の
安
藤
町
長
と
し
っ
か
り
握
手

。
す
る
。
白
石
市
と
七
ヶ
宿
町
は
運
命

一
・
共
同
体
で
あ
り
、
両
市
町
を
結
ぶ
国

．
一
道
1
1
3
号
は
、
そ
の
大
動
脈
で
あ

る
。

　
　
6
号
ト
ン
ネ
ル
の
1
日
も
早
い
供

一
用
開
始
を
切
望
す
る
と
と
も
に
、
苗

振
工
区
の
早
期
着
工
の
た
め
に
努
力

し
て
い
き
た
い
Q

29

日
團
　
県
農
政
部

　
　
　
　
　
　
耕
地
課
長
に
面
会

　
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
目

玉
で
あ
る
、
越
河
平
東
地
区
飲
雑
用

水
施
設
（
水
道
）
敷
設
の
た
め
の
調

査
設
計
費
を
、
昭
和
63
年
度
に
予
算

化
し
て
い
た
だ
く
よ
う
陳
情
す
る
。

感
触
は
た
い
へ
ん
よ
い
。

　
国
道
4
号
を
挾
ん
で
、
西
側
は
幸

か
不
幸
か
、
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
の
渇
水

対
策
事
業
に
よ
っ
て
水
道
が
ひ
か
れ

て
い
る
。
東
側
も
、
こ
の
モ
デ
ル
事

業
に
よ
り
1
日
も
早
く
給
水
し
、
地

羅
毒
麟
純
域
の
均
衡
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
い
。

　
　
　
　
　
　
　
2
月
5
日
團
　
青
少
年
の
学
校
外
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
に
関
す
る
調
査
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
霞
が
関
ビ
ル
の
33
階
に
あ
る
望
星

　
　
　
　
　
　
　
の
間
で
、
文
部
省
の
調
査
研
究
会
が

　
　
　
　
　
　
　
開
か
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
石
文
部
省
事
務
次
官
、
斎
藤
社

　
　
　
　
　
　
　
会
教
育
局
長
を
は
じ
め
文
部
省
幹
部

　
　
　
　
　
　
　
は
、
会
議
場
に
詰
め
っ
き
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
週
5
日
制
に
伴
い
、
増
大
す
る
余
暇

　
　
　
　
　
　
　
を
、
い
か
に
青
少
年
た
ち
に
有
意
義

　
　
　
　
　
　
　
に
過
ご
さ
せ
る
か
、
そ
れ
に
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　
む
文
部
省
の
熱
意
が
窺
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
8
日
㈲
　
宮
城
県
市
長
会

　
主
な
議
題
は
、
仙
台
市
の
政
令
都

市
指
定
に
、
県
市
長
会
の
支
援
を
決

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
同
時
に
、
今
回
で
市
長
会
を
去
ら

れ
る
泉
市
の
鈴
木
市
長
、
古
川
市
の

大
衡
市
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
満
足
感
・

と
仕
事
を
離
れ
る
寂
蓼
感
と
が
相
ま
』

っ
て
、
お
二
人
と
も
切
々
と
胸
を
打

つ
あ
い
さ
つ
を
な
さ
れ
た
。

　
お
二
人
の
今
後
の
ご
活
躍
、
ご
健

勝
を
祈
念
す
る
。

15

日
側
　
第
二
百
三
十
二
回
白
石
市

　
　
　
　
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
る

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
決
算
修
正
の
認

定
及
び
補
正
予
算
の
可
決
を
い
た
だ

き
、
地
域
住
民
の
強
い
要
望
で
あ
る

水
質
改
善
工
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
事
務
的
な
不
手
際
を
心
よ
り
お
詫

び
申
し
あ
げ
る
。

19

日
團
扇
千
景
参
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
面
会

　
参
議
院
議
員
遠
藤
要
先
生
の
ご
紹

介
に
よ
り
、
第
30
回
全
日
本
こ
け
し

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
に
就
任
の
内

諾
を
得
て
い
た
扇
千
景
先
生
に
、
正

式
に
お
願
い
に
参
上
し
ご
快
諾
を
い

た
だ
い
た
。

　
第
3
0
回
と
い
う
記
念
す
べ
湿
・
・
コ
ン

ク
ー
ル
が
、
先
生
の
ご
来
白
に
よ
っ

て
さ
ら
に
華
や
い
だ
も
の
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
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カ
メ
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1
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貯

蕪fコ
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頂
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ヒ
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⇔
四
り

　
弓
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騨

　
∩
魯
鋸
巣
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．
黛

Q
雪
誕
降
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．
鶴
》

・
嚢
流
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発
商
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展
示
会

　
　
轟
や
ぎ
地
場
産
品
闘
柔
通
悪
袋
』

麟

▲「あのパッチワーク、すてきネ…」

　　　　　（2月7日　越河地区文化祭）

愛
豫
頚

n
．

一
『

｛

諦

ざ

よ

馳

F1射一轟　　一階　“

　　▲昭莉62年度
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戴

ノ
、
『

～

〆
幾

　
　
　
毒

　
　
　
　
　
乳
’
『

　
　
　
　
　
　
～
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り
　
し
　
　
ヤ

ゼ
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．
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㌦
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ム
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腰
撃
、
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イ
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ン
沢
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礁
ん
大

　
　
　
・
’
竿
ー
亡
一
や
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睾
▲

　
　
　
　
　
艶
．
一
、

　　〆　　　憐、

　　　〆
　孟‘曜1晒＿＿＿

▲白川地区囲碁・将棋大会
　　　（1月24日　白川公民館）

野

・謹．雛．鵯ワ蝉鯉、F’

ζシ　　　　ャ　’㌧，・　乳　一ψ唾

｛躍』1　．二・一去遍 、な1蟻髭

塾
，
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酬・1』コニ諜麟

　　▲排水設備等工事責任技術者講習会
　　　　（1月28日・29日　中央公民館）
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　　　　　　『住みよし、』は6害明

．　　　　、‘i市民憲諜調奪ll．結果擾粟．、、

　　白石市では、二十一世紀に向けたまちづくりの指針　た。この調査は、市内に在住している1，500名を無

となる「第三次白石市総合計画」の策定作業を進めて　作為に選び出し、郵送によるアンケート調査として

いるところですが、市民の皆さんの意向を反映した将　実施したものです。回答者は670名、回答率は4

来計画を立案するための基礎資料作成を目的に、昨年　4．7パーセントでした。調査結果の概要がまとまり

　8月から9月にかけてr市民意識調査」を実施しまし　ましたのでお知らせします。

！問1あなたは白石市の魍力けと聞かれて何を尉、、浮か

　　へますか？

そ館

1．市街地の商店街　　　5．小原・鎌先・自石温泉

2．蔵王などの豊かな自然6．新幹線　高速道路など

3，こけし和紙などの特産物　　　　整った交通体系

4．多くの史跡や古い町並み　7．その他

　　哩門店

　　5，4

閉店時間の

　廷長16．7

企画・サービス

の多橡化且6，9

，無回答2，8

百貨店・大型

スーパーの

　立地33．7

ショノピング

プラザの建設23．1

産業の振興には、百貨店

　大型スーパーの立地と

　　企業誘致を！ノ

全体的な傾向は表のとおりで

すが、地区別に見た場合、越

河・自川地区、年代別には60

～64歳の回答にショッ1ピン1グ

プラザの建設が多い。

壁

町並み5．1　　その他1．g

愚泉4，6　　　　　．無回答3．3

商店街

　2．1

物産品

　10．6

交通体系

　11．O

自然61．3

白石市の魅力は「自然」

　　欲しい施設は「プール」

自然を第一位にあげた人は、

各年代の半数を超え、特に20

歳代が68．5％と一番高い比

率になっている。

1間 白石市の工業か発展するには、

　　し・てしょうか7

今後とうしたらよ

1問1白石市に足りない施設または欲しい施設は7

4）％

　3，1

B．6

u3uβuβ9マ

　　　　4」3B　　　　　　271β1，51．1

田．0

そ
の
勉

史
跡
の
保
存

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

病
院
・
医
療
施
設

大
掌

工
場

福
祉
施
設

デ
パ
ー
ト

ス
ー
パ
ー

歴
史
資
料
館

公
　
園

駐
率
場

娯
楽
施
設

市
民
体
育
館

市
民
プ
ー
ル

1．企業誘致を積極的に図る。

2。地場産業の振興に重点を置く。

3．技術交流により新しい産業の誘発に努める。

4．誘致企業の下請会社を育成する。

5．工業の振興はもう必要ない

回答の多い施設順

　①市民プール

　②市民体育館

③娯楽施設

　④駐車場

⑤歴史資料館

特に市民プールは

5人に2人、市民体育館は3人に1人が要望している。

　　　　必要ない1，6
下請会社6，7　　無回答3，1

地場産業

　振興17，8

恥騰

企業誘致49，6

企業誘致と答えた人は、20歳

代（56．5％）地区的には斎川

地区（60．0％）が、それぞれ

多くなっている。

問1市内の商業、商店街は今後とうなったら良いと思

いますかフ

1．閉店時間を伸ばす　　5、既存商店を核とした

2．企画、サービスの多様化　ショッピング・プラザの建設

3．商店の専門店化　　　6．その他

4．百貨店、大型スーパーの立地

問1とのような観光地つくりに重点を置いたらよいと

　思いますか？

1．温泉資源を活用した観光地づくり

2．歴史的環境を活用した観光地づくり

3．スキー場等レジャー施設を活用した観光地づくり

4．全日本こけしコンクール等イベントを活用した観

　光地づくり

5．観光産業よりも他の分野に力を入れていく

9

無回答2，8

　イペント

　　8．2

他の分野13，4

温泉資踪23．9

慶史的環境25．8

設
旧

施
2

ヤ

年代別にみると、30歳代まで

は、レジャー施設活用が多く

40歳以降の人は、歴史的環境

を活用した観光地づくりを要

望している。

1問」今後の農林業のあり方は7

．無回答4．0

　高負担は

　　　9．0
わからない

　　13．1
負担は少ない

方が良い

　13．7

1．基盤整備等資本をもつと投下して充実を図る。

2．素材を改良して新しい製品の開発を図る。

3．現状を保持しながら農林業外収入の増加を図る。

4．農地、山林を他用途に転用することもやむを得な

　いo

ある程度の負担は

　止むを得ない

　　　60，1

性別で見ると、男性の77％、

女性の61％は、負担を当然ま

たは止むを得ないと答えてい

る。

澗／将来の白石市はどのようになれはよいと思います

　　か？

無回答

6．0

資本の投Fユ9，9

新製品の閉発23，4

他用途に転用

　　26．9

農林業外収人

　　23，9

職業別で農林業と答えた人の

中でも、農地、山林を他用途

に転用することもやむを得な

いと答えた人が一番多くなっ

ている。

1問1今後とのような施策に力を入れるべきか？

　分野ごとに選択度の高い3項目は次のとおりです。

1。自然との調和に重点を置く田園都市

2．買い物などが便利で活気のある都市

3．教育や文化活動に力を入れる都市

4．企業誘致、育成などによる工業都市

5．観光客でにぎわう都市

6．医療、社会福祉の充実した健康都市

7．その他

その他0，9．無回答2。2

　教育・
　　文化都
醜光客で　革9・1

販わう郁市

　　9．3
田園都市15，1

②上下水道整備

健康都市21．9

（11都市基盤

（21生活環境

（3腺健福祉

（4）教育文化

（5）産業振興

①生活関連道路整備

③公園緑地整備

①ごみ、し尿処理　②交通安全施設整

備　③公害環境汚染防止

①医療施設整備　②高齢者福祉対策

（診健康診断等の充実

①スポーツ　レク施設整備　②小中学
校の整備　③社教活動の充実

①工場等の誘致　②観光・レク産業の充

実　③商店街育成

工叢都市！9．9

活気のある

　都市21．6

20歳代の4割以上は活気のあ

る都市を望み、60歳以上の人

の3割以上は健康都市を望ん

でいる。また40・50歳代の人

は工業都市を望み、30歳代の

人は教育文化都市の実現を望

む割合が相対的に高い。

1問〕全体的にみて、白石市は住みよいと思いますか？

1．住みよい

2．まあ住みよい

3．やや住みにくい

4．住みにくい

5．住みたくない、出ていきたい

6．どちらともいえない

イ主みたくない3，6無回答L9

次に、全項目を通した上位10項目を別記します。

　どららとも
　　いえない
　　　7．3

佳みにくい

　13，0

　　　　やや住みにく
比　率　　　　い16，0

住みよい13．7

噸位

1

2

3

4

5

項 目

生活関連道路の整備

スポトツ・レグ施設整備

高齢者福祉対策

幹線道路整備

上下水道整備

比　率

123．8

81．8

79．7

71．3

66，3

順位

6

7

8

9
10

項 目

医療施設整備

工場等の誘致

小中学校整備

商店街育成

観光レク産業振興

まあ住みよい覗．5

64．2

61．7

52．8

49．2

41．5

地区別に見ると、越河・福岡

地区は「住みよい、まあ住み

よい」が6割を越え、大平地

区は半数に満たない結果にな

っている。20歳代、30歳代に

「住みにくい」方が多くなり

20歳代の約1割は「住みたく

ない、出て行きたい」と答え

ている。

／問1住みにくい（住みたくない）理由は何ですか？

低質金・就労の場が少ない3．6

　商店街の駐車場不足3，2

1問〕施策等の実施のための負担をどう考えますか？

1．高福祉のための高負担は当然である。

2．受益を得るための、ある程度の負担は止むを得な

　い0
3．整備が遅れても負担は少ない方がよい。

4．わからない。

ショノピングセンター

　地価が高い1．1

　　　その他
　　　8・5人聞性（保
　　　　　守的．閉鎖的、
　　　　　排他的．封建的1
　　　　　　17．6

　　　　　物価が高い16、8

　　交避　道路ヵ‘　　商店に対
　不便　　活気ヵ　する不渦

　　9，7　ない　1L5

　　　　9，7
　スポーツ・レク・レジャー施設の不足9，0

行政の対応が悪い5．0

　　　、大型店がない4，3

なお住みにくい（住みたくな

い）と思う理由はいろいろあ

るようです。

※この調査結果は計画の策定

に生かしたいと考えています。

ご回答項きました各位に紙．ヒ

からお礼申しあげます。
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年
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厚
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年
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）
の
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国
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年
金
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61
年
4
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の

改
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よ
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で
す
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こ
の

機
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に
、
昭
和
6
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年
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分
の
国
民
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金
保
険
料
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納
め
忘
れ
が
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い
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ど

う
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め
て
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ま
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ょ
う
。

　
国
民
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保

険
料
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納
め
て
い
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こ
と
が
必
要
で

す
が
、
保
険
料
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納
め
る
の
は
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一
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険
者
と
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意
加
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被
保

険
者
だ
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で
す
。

「
つ
い
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う
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し
て
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い
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方
は
、
納
付
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か
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す
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に
納
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て
く
だ
さ
い
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国
民
年
金

　
　
保
険
料
の
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し
ら
せ

　
昭
和
6
3
年
4
月
か
ら
、
昭
和
6
4
年

3
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
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次
の
よ
う
に
な
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ま
す
．

額

悪
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濾
に
懲
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悪
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ラ
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費
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ラ
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適
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。

売
業
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引
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、
消
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護
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。
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取
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と
り
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人
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ま
す
。
肥
満
は
、
高
血
圧
、
動

脈
硬
化
、
こ
れ
ら
が
原
因
と
な
る
脳

卒
中
、
心
臓
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腎
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と
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。

　
健
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守
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た
め
肥
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〃
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た
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切
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揚
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だ
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汁
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プ
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薄
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し
ょ
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大
さ
じ
3
、

み
り
ん
大
さ
じ
4
、
塩
・
小
麦
粉
少

々
、
サ
ラ
ダ
油
適
宜
。

【
作
り
方
】

①
た
ら
を
二
～
三
つ
に
切
り
、
塩
を

　
少
々
ふ
．
り
、
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
て

　
油
で
揚
げ
る
。

②
生
揚
げ
に
熱
湯
を
か
け
て
油
ぬ
き

　
を
し
て
か
ら
1
2
個
に
切
る
。

③
な
べ
に
、
だ
し
汁
、
薄
口
し
ょ
う

　
ゆ
、
み
り
ん
を
入
れ
、
生
揚
げ
を

　
弱
火
で
4
～
5
分
煮
る
。
そ
れ
に

　
①
を
入
れ
サ
ッ
と
煮
て
か
ら
大
根

　
　
　
の

　
お
ろ
し
0
9
を
加
え
火
を
止
め
る
。

　
　
　
　
　

④
器
に
盛
り
つ
け
、
ね
ぎ
の
小
口
切

諺ぎると0一’0”　　＜ご存知ですか〉

●心臓のオーバーワーク

　太るということは、その分、血管の延長線が長くなり

して皿行をよどませます。このために血管がもろくなり

ます。この状態が昂じると高血圧、動脈硬化、心筋梗塞

などにつながりやすくなります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
●糖尿病をまねく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，～’（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ遺伝臓質に後天的な条件が加わって発病する病気　G畷灘

嚢1羅欝蕪喜講1難傑　、塾
ば少ないが、動脈硬化を促進するので、脳卒中や心筋便

塞をおこしやすく、これらが死因となる場合が多くあり

ます。

調査日：昭和63年2目1日目1日　臼石市
　　億　　考

上昇品目

石少堆膚、ラソプ、ぞ先

濯用合成洗剤

消費生活モニター調査結果

下降品目

しよう才由、ノ1、麦i粉

食パン、牛乳、バ
ター、

灯油耀離み

レギュラーガソリ
リン、嘔至1由、 フつロ

ペンガス

叢黄ばい品目

サラダ油、マーガ

リン、テfッシュ
ペーノぐ一、カレー

ライス、理髪孝斗、

パーマネント料

対前月債格比

　　1．1

　△1．9

△1．8

△0．6

△1．3

△1．3

0．9

4．0

△10．0

△9．3

△0，8

△4．1

△0．7

前月平均価格

　　252円

　　257

　　304

　　214

　　146

　　189

　　216

　　361

　　129

　　214

　1，270

　　470

　1，583

　5，333

　　769

　　799

　　121

　　　72

　4．525

平　均値
　　　255円

　　　252

　　　304

　　　210

　　　145

　　　189

　　　i213

　　　356

　　　129

　　　216

　　1，321

　　　470

　　1，583

　5，333

　　　　692

　　　　724

　　　　120

　　　　69

　4．491

最　低　値

　　228円

　　228

　　268

　　178

　　145

　　168

　　198

　　328

　　　98

　　168

1．180

　　450

　1，500

　5，000

　　　650

　　　684

　　　118

　　　　65

　4．300

最　高　値

　　268円

　　260

　　350

　　230

　　150

　　208

　　250

　　390

　　　158

　　248

1，495

　　　500

1．700

5，800

　　　720

　　　750

　　　122

　　　　72

4．750

　　銘柄・規格
上　白　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り1E

ポリ容器入り　　　700g

薄　力　粉　　　　1kq

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り　225g

紙容器入り　　　1，000cc

カルトン入り　　　2259

400枚（200組）紙箱入り

購1躍花髄昇簿身巻）

綿、化繊用、粒状
無リン、紙箱入り　　41kq

並　　　食　　　　一皿

小学生調髪

コーノレド（ショート）

1麗　（店頭価格）

18召（配達料込み）

12　　　　現金
12　　　　現　金
10㎡（気体）

　品　名
1．砂　　糖

2．しょう油

3，サラダ油

4，小麦粉
5．食パン
6．マーガリン

7，牛　　乳

8．バ　タ　ー
9，ティノ／■ペーパー

10．ラ　ッ　プ
11．洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

油15．灯

16．　レギュラーがノリン

17。軽　　　油

18．プロパンガス

”



励

厨

曹

易

江
戸
ご
ま
つ
く
り
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
じ
ろ
べ
え
の
会

　
昭
和
5
6
年
に
結
成
さ
れ
た
「
や
じ
ろ
べ
え
の
会
」
は
、
弥
治
郎

系
こ
け
し
工
人
の
子
弟
7
名
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
ロ
ク
ロ

技
術
の
向
上
を
目
的
に
し
て
い
る
集
ま
り
で
す
。

　
二
段
ご
ま
ニ
ニ
段
ご
ま
・
夫
婦
ご
ま
・
風
車
ご
ま
・
ひ
な
ご
ま

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
江
戸
ご
ま
を
つ
く
つ
て
い
ま
す
。

　
こ
け
し
を
製
作
す
る
技
術

も
身
に
つ
い
た
の
で
、
何
か

に
打
ち
こ
ん
で
み
た
い
と
い

う
仲
間
が
集
ま
り
、
自
分
た

ち
の
仕
事
に
も
役
に
立
つ
も

の
を
と
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
仙
台
に
広

井
さ
ん
と
い
う
、
　
「
江
戸
ご

ま
」
を
つ
く
る
人
が
い
る
か

ら
江
戸
ご
ま
に
取
り
組
ん
で

駈愚態轡

み
て
は
ど
う
か
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
全
員
で
広
井
さ
ん
を
訪
れ

そ
の
こ
と
を
説
明
し
て
指
導
を
引
き

受
け
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
以
来
、
江
戸
ご
ま
つ
く
り
に

取
り
組
み
、
一
週
間
に
一
回
仙
台
へ

通
い
、
広
井
さ
ん
の
作
品
を
参
考
に

こ
け
し
を
製
作
す
る
か
た
わ
ら
、
江

戸
ご
ま
つ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

「
初
め
の
う
ち
は
、
こ
ん
な
；
ま
は

江
戸
ご
ま
で
は
な
い
と
先
生
に
何
回

と
な
く
い
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
親

か
ら
も
こ
け
し
を
つ
く
る
よ
り
も
い

い
原
木
ば
か
り
を
使
っ
て
…
…
な
ど

と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

と
会
長
の
新
山
さ
ん
。

　
こ
ま
は
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

な
い
と
う
ま
く
回
ら
な
い
の
で
、
年

輪
の
問
隔
が
狭
く
て
、
円
に
近
い
年

輪
の
原
木
を
選
ん
で
つ
く
り
洩
ず
。

　
第
30
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー

ル
が
市
民
会
館
に
お
い
て
5
月
に
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ア
て
れ
に
出
品
す

る
作
品
の
製
作
に
も
そ
ろ
そ
ろ
取
り

イ
‘
ノ
ー
正
c
｛
，
「
、
r
う
～
〔
、
♪
ー
c
i
－
、
ぐ
↑
・
，
F
旨
－
㎏
r
，
－
｝
一

1
1
r
一
～
う
㌧
’

　
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
片
倉
氏

い
の
入
城
し
た
上
杉
領
時
代
の
自
石
城

W
の
規
模
や
構
造
に
つ
い
て
は
不
明
で

劣
る
が
、
元
和
元
年
（
一
六
五
）

W
の
武
家
諸
法
度
に
よ
っ
て
［
国
一
城

鴇
が
定
め
ら
れ
、
仙
台
藩
に
限
っ
て

か
か
ら
な
け
れ
ば
と
、
忙
が
し
さ
が
［

増
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
各
地
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
で

開
催
さ
れ
る
物
産
展
に
は
、
伝
統
こ

け
し
の
製
作
実
演
を
行
い
、
来
場
者

の
注
目
を
集
め
、
こ
け
し
の
販
路
拡

大
に
も
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
会
場
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、

こ
け
し
よ
り
も
、
江
戸
ご
ま
の
方
が
ド

人
気
が
あ
る
と
も
い
い
ま
す
。

「
最
初
は
軽
い
気
持
で
取
り
組
ん
だ

の
で
す
が
、
江
戸
ご
ま
に
も
い
ろ
い
、

ろ
な
も
の
が
あ
り
、
ブ
て
の
一
つ
ひ
と
’

つ
を
マ
ス
タ
ー
し
な
が
ら
、
次
の
こ

ま
へ
と
段
階
を
踏
ん
で
進
ま
な
け
れ
、

ば
な
ら
な
い
の
で
大
変
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
7
年
間
く
ら
い
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
修
業
中

と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
で
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
会
長
さ
ん
。

青
葉
城
と
白
石
城
の
二
城
が
特
別
に

一
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
法
度
は
城
の
修

㍗
改
築
を
も
厳
重
に
制
限
し
て
い
る
と

、
・
こ
ろ
か
ら
み
て
、
片
倉
氏
の
新
し
い

自
石
城
は
慶
長
末

・
年
頃
ま
で
に
修
築

、
一
整
備
さ
れ
た
と
考

♂
え
ら
れ
て
い
る
。

　
臼
石
城
は
、
本

㍗
r
丸
廻
り
の
み
が
石

一
・
垣
で
、
土
塁
を
防

、
禦
の
主
体
と
し
、

L
戦
時
に
は
必
要
に

、
応
じ
て
柵
や
垣
を

．
［
構
築
し
た
と
伝
え

、
．
ら
れ
る
中
世
城
郭

の
性
格
や
特
徴
の

　
強
い
平
山
城
で
あ
る
。

，
は
、

へ
建
つ
本
丸
に
は
、

郷土史アレコレ
主
な
構
築
物

　
　
　
片
倉
小
十
郎
景
綱
公
頒
徳
碑
の

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
藩
主
の
使
用

の
す
る
御
成
御
殿
、
政
庁
と
い
わ
れ
る

々ノ

白
壁
に
は
狭
間
四
十
八
口
を
備
．
え
、

こ
れ
ら
の
櫓
問
は
自
壁
の
低
い
土
塀
篤

で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
遜

　
谷
風
・
大
砲
碑
の
あ
る
場
所
が
二
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

ノ
丸
で
、
む
産
屋
が
建
て
ら
れ
て
お
距

り
、
自
高
敷
地
に
は
、
勘
定
倉
（
出
、
一

納
事
務
所
）
侍
屋
敷
、
弓
場
な
ど
が
九

あ
っ
た
。

　
神
明
社
附
近
に
は
、
兵
具
庫
や
厩
㌧

舎
が
あ
り
、
市
営
球
場
の
あ
た
り
の
鳶

　
　
　
　
　
　
　
水
深
一
米
ほ
ど
の
ρ
・

　
　
　
　
　
　
　
ひ
ょ
う
た
ん
形
の
」

　
　
　
　
　
　
　
米
倉
沼
や
周
辺
の
，
r

　
　
　
城
踏
唖
鷺
誘
｝

　
　
　
　
　
　
　
幡
社
の
あ
る
と
こ
一

⑯
石

　
東
北
に
生
ま
れ
、
育
く
ま
れ
て
き
ん
老
中
の
間
、
城
主
の
居
住
す
る
建
物

た
伝
統
こ
け
し
の
伝
統
を
守
る
と
と
か
と
大
き
な
一
一
種
の
建
物
を
中
心
に
、

も
に
、
江
戸
ご
ま
な
ど
の
木
地
玩
具
彌
塁
物
や
庭
輝
獲
舞
あ
．

が
地
場
産
業
と
し
て
発
展
し
て
い
く
〉
た
。
東
南
隅
に
は
巽
櫓
、
西
南
隅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

よ
う
に
、
若
い
力
に
期
待
が
よ
せ
ら
～
坤
櫓
、
西
北
隅
に
三
層
の
大
櫓
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

れ
て
い
ま
す
．
　
　
　
蹴
妖
牌
煮
涛
切
擦
傍
ρ

白

堀
と
は
み
ら
れ
な
い

敷
等
が
あ
っ
た
外
曲
輪
と
六
町
の
境
ガ

の
中
堀
に
そ
っ
て
幅
三
間
、
高
さ
一
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

間
の
土
塁
が
つ
く
ら
れ
、
町
内
に
も
西

鍵
形
曲
り
．
弓
形
造
畦
．
桝
形
囲
な
」

ど
防
禦
の
配
慮
が
み
ら
れ
る
が
「
封
り

内
風
土
記
」
に
記
す
『
天
府
の
鉄
甕
ト
、

堅
固
な
要
害
の
自
石
城
』
と
は
考
え
、
『

難
く
、
守
備
よ
り
攻
撃
の
た
め
の
拠
．
・

点
的
要
素
の
強
い
城
と
み
ら
れ
る
。

ろ
は
、
西
曲
輪
と
』

称
さ
れ
て
い
た
。

　
臼
石
城
を
巡
る
バ

館
堀
川
・
沢
端
川

も
城
郭
の
環
濠
と
、

し
て
は
、
そ
れ
ほ
、

ど
強
固
な
防
禦
用

　
。
家
臣
団
の
屋

コ2

　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　皿　一　　皿　　■　瞥一一｝

イ
ド
ル

アの
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

家
　
鷲

がわ

～

　大浦　優子ちゃん　　（小原

　利男さん、孝子さんの長女

　ママからひとこと

　”f建康に、日月るく

　　　　のびのびと育ってネ

鄭
、欝　

原

市
民
，
文
芸

　
　
　
　
　
　
宕
憾

　
　
　
　
　
　
㌧
～

　
　
　
　
　
　
“
A
掻
饗
．
、
・

鴇
　
　
　
摯

　
　
ヂ
ぼ

．
婁
．
灘
緊
．
潟
野
デ
厩

を
ト降

撫
縄
．

「まじょたちの朝」

平間　光洋（白川小3年

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

メ
騨
9

　
　
　
歌
　
　
壇

物
置
に
古
り
し
戸
棚
は
転
勤
の
日
に
運
び
た
り
す
で

に
遠
き
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

一
杯
の
ビ
ー
ル
に
酔
い
て
口
づ
さ
む
軍
歌
ば
か
り
の

亡
夫
を
偲
び
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

長
き
影
二
つ
映
し
て
今
日
も
ま
た
初
冬
の
畑
に
霜
打

ち
を
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

孤
独
に
も
耐
え
得
る
心
養
な
い
て
日
々
充
実
の
わ
れ

に
な
り
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

枕
辺
に
夫
た
き
く
れ
し
七
草
の
粥
に
散
ら
せ
る
芹
み

づ
み
づ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

雪
の
な
き
元
日
な
り
き
朝
空
に
臼
雲
浮
び
流
れ
ゆ
く

見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
夜
潮

学
び
し
日
甦
り
く
る
講
座
へ
と
眼
鏡
を
持
ち
て
急
ぎ

て
行
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

つ
つ
が
な
く
明
け
し
初
春
雪
も
な
く
静
か
に
渡
る
薬

師
寺
の
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
山
　
志
免

山
上
の
自
衣
眩
し
き
観
音
を
拝
す
は
う
れ
し
朝
の
ひ

と
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

元
朝
の
ま
だ
暗
き
道
急
ぎ
つ
つ
心
さ
や
け
く
神
に
詣

で
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

　
　
　
「
評
」
一
首
目
、
い
ま
は
遠
い
日
の
こ
と
に
な
っ
た

　
　
　
が
転
勤
の
日
に
運
ば
れ
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。
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会場白石市中央公民館　主催白石市中央公民館・白石市教育委員会

　　RM，1：30～4＝ 00

％
　　公民館利用者
　　シンポジウム
　　　公民館の
　　活性化に向けて
團

漏ず騒子映画会

　　『ルパン三世』
　一力リオス団の城一
　影の軍団が、巨大なトリックが、ルパンを襲う！
○　生きては還れぬ謎の古城で、ついにめぐり逢った

　最強の敵！

　　駕
緊膿ト強

の

　RM．2：30～2＝50　　　演目＝「四方堅」

郷土芸能発表　　蒸趨扇難暫欝腰誌翻
『大町太神樂』轟茗．太鼓r名．笛r名

％
因

RM．3：00～4：30
β、ギ柔一、

オ

　　○

　文化講演会　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　乱甑、、肖仏

演題『テレビニユースの裏側』　 亀鰍

昭和7年6月2日東京生まれ昭和30年3月早稲田大学卒業。
昭和35年朝日新聞社に入社。その後仙台支局、名古屋本社社
会部次長、週刊朝日副編集長を経て、現在、朝日新聞編集委
員。昭和58年には、テレビ朝日r江森陽弘モーニングシヨー」
の司会者に抜てきされる。また現在は、各種テレビ番組に出
演するかたわら、執筆、講演活動など多忙をきわめる。

★入場整理券を中央公民館（24－5377，26－2453）

　または教育委員会社会教育係（25－2111内線411）
　からお求めください。

％
㈲

白石市内強豪　　　　　優勝杯はどのチームの手に

12チロムの激突！　　　　みなさまの熱い声援を9

85

　働く婦人⑦家　
麟家庭園芸講座

園芸を楽しんでみませんか。男

性も参加できます。家族ぐるみで

どうぞ。

●日時　3月18日（金）、25日（金1

　　午後1時～3時
●内容　家庭園芸の考え方、心が

けについての講義、実習（シン

ビジユームの植え方、株分け、

植えかえなど）

●講師　河北T　B　Cカルチヤーセ

ンター講師　宇和野　三男氏

●受講料無料

g対象と定員　男女40名程度

圃「婦人セミナー」

　講演会のお知らせ
●日時　3月26日吐）

　午後1時～3時
●場所　働く婦人の家

●テーマ　　「ことばとおしゃれ」

●講師　元N　H　K仙台放送局アナ

ウンサー　橋本　京子氏

●入場料無料

●共催　宮城県婦人少年室

　　自石市働く婦人の家

■レサークラフト教室

皮を自分で染めて手作りの作品

をプレゼント、お祝いにいかがで

すか。

●日時　3月23日（水）、29日（幻

　午後1時～3時
●内容　ポケットティッシュヵバー

　　（マーブル染め）

●材料代　600円くらい

●受講料無料

圏ワーフロ講習会

親切、ていねいに分かりやすく

指導いたします。この機会にぜひ

受講しましょう。

〔Aコース〕

●日時　3月15日（火）、16日1水〉

　　17日休）10＝00～12＝00
〔Bコース〕

●日時　3月15日（火）、16日（水）、

　　17日（木）13：30～15＝30

●募集人員　Aコース、Bコース

　　　とも各20名
●内容　ワープロ基礎（基本操作

　　のマスター）
・●受講料　無料

●申込み方法　A、Bコースのど

ちらかをお選びください。

‘き申込み、働く婦人の家

費25－5095へとうぞ，

　誇験叢
　駿ハ　（

、諺

　　熊
　緑化強調期間

（3月1日～5月31日）

○一図書館一〇7
‘劣よっとでかけてみませんか”

…暮らしの中に図書館を一

土曜日、日曜日も

　　開館しています。
〉月曜日～土曜日

　　午前9時～午後4時55分
〉日曜日

　　午前10時～午後4時
3月の特集
☆新成人と新社会人のための

　　おすすめメニュー
“素晴らしき人生”

　それは、一冊の本との出会い

　から始まるかもしれません！

自分自身の人生を考えるとき、

自分にふさわしい本、自分の好き

な本を自分の考えた方法で選んで

一みませんか。きっと役に立つ情報

が得られることでしょう。

この春フレッシュなみなきんに

おすすめしたい本を特集していま

す。

★’6もうすぐ一年生男

子ども室には、もうすぐ入学す

るお子さんとご両親のために、楽

しい本、役に立つ本（しっけの本

健康管理の本、学校・P　T　Aの本

児童心理の本など）を用意しまし

た。征年、たくさんの方々に読ま

れ好評をえています。

★3月の休館日
3月21日㈲　振替休日

3月31日（わ　月末館内整理の日

図書館台26－3004
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矧固定資産課税台帳の

　　　　　　縦覧期間について

　毎年、3月1日から20日間、税

務課において固定資産課税台帳の

縦覧をしておりましたが、今年は

地方税法の改正により『4月1日

から20日間』と変更になります。

〉期間　昭和63年4月1日1釦から

　4月20日（水）まで（ただし、日曜

　日を除く執務時間内）

〉場所　白石市役所税務課

※昨年中に相続・贈与・売買及び

家屋の新増築、取りこわし等を行

った方は台帳を確認してください。

なお、登録等の誤りを修正する期

間でもありますので、ぜひご来庁

のうえ縦覧ください。

　電話での問い合わせには、応じ

られませんのでご了承願います。

樹第2回手話劇（声入り）

　！ 鶴の恩かえしr上演のご案内

　近隣に住む耳の不自由な方々が

抱えている多くの問題と手，ぞ舌に対

するご理解をいただくため、次に

より手話劇を上演いたします。ぜ

ひ、ご覧ください。

〉日時　3月13日旧113：30～15：00

＞場所　臼石市中央公民館

　　　　　　　　大ホール

〉入場料　無料

〉間い合わせ先a28－2807（村上）

レ主催　自石手話劇実行委員会

　　　　しらゆり会

”

砺家庭ハレーホール審判技術

　　　講習会の開催について

　家庭バレーボールも普及し、各

地区や学校等において大会が開催

されるようになりました。正確な

審判技術を修得していただくため

講習会を開催します。ふるってご

参加ください。

〉日時　3月8日（火）・9日（水）

　　　　　　午後7時から

〉会場　白石市中央公民館

レ対象　家庭バレーボール愛好者

　　　　学校・PTA関係者他。

　受講希望者は、当日時問までに

運動できる服装でお集りください。，

※詳しくは、教育委員会社会体育

係費25－2111内線411，412へ

噺文化財講演会

〉日時昭和63年3月12日〔ヒ〉

　　　　午後2時～

＞場所　臼石市中央公民館

レ演題　　「戌辰戦争と自石」

〉講師　東北歴史資料館

　　文書研究科長　大橋　俊夫氏

レ入場料　無料

〉共催　臼石市文化財愛護友の会

　　　　臼石市教育委員会

　納税についてのお願い
　今月で昭和62年度もおわります．

市民税、固定資産税、国保税など

を、納め忘れになっている方は、

市内の奄融機関に早目に納められ

るようお願いいたします。

lll川II欄昌ll”IIIlil醐川IIIIII川llIIl川川川II川川Illll川1川

官公庁だより
ll掴IIIl！1腔III川IIlll川”1川1田川Ililll蒔嗣llIIIlr川1111川鮭目ll

☆高年齢労動者等

　　　　受講奨励金のご案内

　雇用促進事業団では、自己啓発

を行われた方に奨励金を支給します，

〉対象　次のいずれにも該当する

　方です。

　の50歳以上の雇用保険被保険者

　　の方

　側労働大臣が指定した教育訓練

　　を受講し修了きれた方

　い）指定された教育訓練を受講す

　　るため自ら入学料、受講料を

　　支払われた方

＞支給額　入学料と受講料の合計

　額の2分の1の額

※手続きなど詳しくは、宮城技能

開発センター・開発援助課費022－

362－2254へお問い含わせください，

☆所得税の申告と納税は

　　　　　　3月15日までです

　昭和62年分の所得税の申告と納

税は3月15日までです。期限まで

に申告と納税を済ませてください。

3月15日を過ぎますと、未納とな

っている税額に対し14，6％の延滞

税がかかります。

　所得税の納税方法に振替納税制

度があります。この制度は、銀行

などの預金口座から振替によって

納税するものです。

　この制度を利用すれば納税のた

めの手数が少なくて済み、また、

っいうっかり納期限を、忘れてしま

うこともな（なり、たいへん便利

です。　　一大河原税務署一

i野ネズミの一・斉駆除」について

〉実施日3月13日（雨天等3月20日）

〉r毒エサに」に硫酸タリーム（劇物）

　を使用します。人畜が多量に食

　べると危険です。

〉家畜・ペットの放し飼いをしな

　いでください。　一農林課一

二］昭和63年度

　　保健栄養教室受講圭募集

　あなたはいま健康ですか？健康

なときに健康の二とを考え、その

ために努力することは、たいへん

むずかしいことです⊃f建康なとき

にこそ保健や栄養の知識を身にっ

け、実践してみることが大切です。

　あなたも教室に入って健康づく

りを実践してみませんか。

レ受講期間

　昭和63年4月～昭和64年2月

〉受講回数　15回

レ受講場所　臼石市健康センター

レ募集人員　40人

〉受講料　実習材料費の一部負担

　として！「司300円

レ申込み　3月22日㈹まで、保健

　衛生、言果費25－2111（内線604、605）

　へむ申し込みください，＝、

團仙台第一高等学校

　　　　　　　通信制生徒募集

　通f言制課不呈は、　年歯令・’「生別・f建

康状態を問わず、高校教育を受け

たい人を対象としています。通信

制は、宅として学校と生徒との郵

便のやりとりで勉強していく形態

をとっていますが、月平均2回の

スクーリングに出席して直接指導

を受けることにもなっています、

〉募集期間　2月1日～4月9日

　　募集人員500名

〉入学資格　中学卒業または同等

　　以hの学力を有する者。ただ

　　し特科生はその限りでない、

※問い合わせ先

　〒980仙台市元茶畑4番地

　宮城県仙台第一高等学校通信制

　曾022－257－4501・283－67ε19（直通）

　「入学の手引」送付します。

たばこは市内で買いましょう〃

圃自立促進論習受講者募集
1．講習科目

　レ調理員養成　40名

　　（調理師国家試験を目標）

　〉和　裁（吉井式）30名

　　（早縫いで着易い仕立方〉

　［＞洋裁〔ドレメ式）20名

　　（体型に合わせて作る）

2．期　間

　昭和63年4月10日～7月17日

　　　　　　　　　　合計70時間

3，場所および申込み

　宮城県母子福祉センター

　　仙台市安養寺3丁目7－3

　姪022－256－6512，022－295－0013

4．受講資格

　　県内の母子家庭の母及び寡婦

5．申込み受付

　3月2日から受付（火曜日を除く）

　定員になり次第締切ります。

※言羊しくは、　ヒ言己センターにお・問

い含わせください。

璽63年度県民会館美術文芸講座

〔美術講座〕　（3教室1

0絵画教室　毎㈲13：1）0～16：〔）0

　40人　年間40同　成瀬忠行先生

○書道教室　毎（金）13100～15100

　60人　年間40同　加藤翠柳先生

○美術鑑賞教室隔（釦4：00～16：00

　200人年間20回　宮城正俊先生

〔文芸講座〕　（3教室）

○短歌教室　隔（木）13：30～15130

　60人　年間20回　扇畑忠雄先生

○俳句教室　隔（木）13：30～15：30

　60人　年間20同　永野孫柳先生

○川柳教室　隔〔D13：00～15：00

　60人　年間20回　菅原一宇先生

〉受講料　無料（ただし、教材費

　は実費個人負担）

＞申込み　4月4日（月）～ll日（月）ま

　で、宮城県民会館備え付けの用

　紙に記入のうえ、60円切手貼付

　の返信用封筒を添え、直接同館

　文化事業課（仙台市国分町3－3－7

　費022－225－8641）へお申し込み

　くだきいコ

圏自衛官の募集につ｛，匁て

　防衛庁では、次により自衛官を

募集しています。

〉応募資格　高校卒業者

　18歳～25歳の男子

〉身分　特別職国家公務員

〉待遇　初任給は月額110，200円

　定期昇給（年1同）賞与（年3

　回・4。9月分）その他各種の手当

　が有り、2年勤務で416，333円、

　4年勤務で1．316，333円の任期

　満了手当が支給されます。

〉技術教育　薄通・大型自動車免

　許、調理師、大型持殊免許、ボ

　イラー技士、特殊無線技士など

　各種資格を取得する機会があり

　ます。

※詳しくは、市役所市，民課智25－2

111または、大河原募集事務連絡

所豊0224－53－2185へお問い合わせ

くださいζ，

圃冨城按能開発セン環一

　　　　　3月講習受講生募集

　技能向ヒをめざす方や、新しい

分野での知識や資格を身につけた

い方は、二の機会にぜひ受講しま

し些う二、

講　習　名

金属硬さ試験基礎

金属仕上基礎講座

半自動溶接技術

　　検定受験準備

自動車整鯖士　2級ガソリン

認定受験準備　2級ディーゼ1レ

講習日
28日～30日

22日～23日

3日～10日

2日～18日

〃

期　間

3日間

2日間
木・金・

水・木

月・水・金

※詳しい内容・時問・受講料等は

〒985多賀城市明月2－2－1

宮城技能開発センター開発援助課

奮022－362－2254まで’。
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※都合により変更になる場合もあります。

定　例　相 談
（3月分）

　白石市ボランティア
　　　国際交流研修会開かる
　台湾出身の黄翠蛾・湯淑容両氏
を、2月9日中央公民館に招き、
国際交流研修会を開催しました。
　両氏の講話の後、料理の実技講
習や、お互いの国の歌の講習など
で交流を深めました。

　　　　　　　蜘
小原六号トンネル貫通，する

　去る1月26日、国道113号の六
号トンネ1レ貫通式が行われました。

　貫通発破が点火され、トンネル
が貫通すると、貫通によって結ば
れる関係市町が硬く握手をし、タ
ルみこしが、貫通の喜びをさらに
盛りあげていました。

檀談区分

市長相談

人権擁護
相　　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料～去律
相　　　談

身障者
相　　　談

青少　年
相　　　談

相談日

15

15

15

15

5・25

15

　
　
金

15

　
水

　
週
，

　
毎
月

リオン

11・24

ニホン

　18

15

15

9

　
　
金

5
　

木

1
週
郷

　
毎
外

時　　間

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15100

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

9130～
　15：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：30～

　11：30

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

9：00～

　17：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
臼石市役所1階
消費生活相談室

自石市役所3階

第3会議室
白石市そ隻戸斤1F皆

消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
臼石市役所3階

第3会議室
臼石市役所4階
青少年相談

　　センター

内　　容

、
井
じ

問
川
応

質
、
に

る
て
談

す
い
相

対
つ
接

に
に
直

政
等
が
。

行
望
長
す

市
要
市
ま

結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生．活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りこ
と

身体障害者精神薄弱者
の生．活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

■人口の動き 2月1日現在　　人口42，532人　男20，883人　女21，649人　世帯11，683戸
78

☆
消
え
た
か
な
？
気
に
な
る
あ
の
火
も
う
皿
度
〃

「
消
防
記
念
日
」

月
七
日


